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一 般 質 問 通 告 書 一 覧 表 

 

令和 2年 12 月 8日招集 

第 50 回嘉手納町議会定例会 

 

受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 番 

花城勝男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2028 年

将来人口ビ

ジョン 1 万

4 千人計画

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.高齢化社

会（2025 年

問題）を問

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 12 月 1 日最新の嘉手納町の状況について以下

を問う。 

①総人口と男女人口は。 

②15 歳～64 歳までの生産年齢人口は。 

③20 歳～39 歳の女性の人口は。 

④65 歳以上の高齢者人口と高齢化率は。 

⑤2020 年の嘉手納町の平均年齢と男女の平均年

齢は。 

⑥男女の平均寿命は。 

⑦2030 年の将来人口予想は。 

(2) 嘉手納町の人口問題の現状と課題は。 

(3) 2028 年将来人口ビジョン 1万 4千人達成に向

けて、2021 年度の具体的取り組みと予算概要は。

将来に向けて定住促進事業の2022年度以降に取

り組む内容は。 

 

(1) 2025 年の 65 歳以上と 75歳以上の人数と高齢

化比率は。 

(2) 2025 年時点の、老人福祉施設入居者の将来予

想人数は。また、入居希望者の待機高齢者数は。 

(3) 2019 年度の町内と町外の老人福祉施設入居者

人数と、入居希望待機高齢者の人数は。 

(4) 嘉手納町の高齢化と老人福祉施設の現状と課

題は。 

(5) 2025 年問題を想定し、嘉手納町には要介護者

84 人が入所できる老人福祉施設 2 か所を、設置

することを提案。 

(6) 後期高齢者の自動車運転免許証自主返納者に

対して、タクシーチケット 5 万円（500 円×100

枚）の返納奨励支援策実施の提案。 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 番 

花城勝男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 番 

古謝友義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.老朽化し

た旧中央公

民館と旧民

俗資料館を

問う 

 

 

 

 

 

 

 

1．各区のエ

イサーを支

援せよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．農家を支

援せよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 開館から46年が経過し取り壊しまでの安全面

が危惧されるが、安全対策と何年度の何月に取

り壊す予定か。 

(2) 旧民俗資料館が2022年に防衛施設協会沖縄支

所横に移転が決定したが、駐車場問題が発生す

るが行政としての解決策は。役場付近に立体駐

車場の早期設置を提案。 

(3) 民俗資料館と青少年センターの移転先が決定

し、旧中央公民館跡地の活用を、行政としてどの

ように考えているのか。跡地には観光施設とし

てのホテル誘致を提案。 

 

今年は残念ながら新型コロナウイルスの影響で

ほとんどの行事が中止になった。中でも若者を中

心としたエイサー祭りの中止は非常に残念だ。そ

こで今後のエイサーについて以下を問いたい。 

(1) エイサーで使う太鼓のバチは伝統的にゆうな

の木が使われている。しかし町内にはその木が

ほとんどなく、調達するのに相当苦労している

と聞く。町内にゆうなの木を移植できないか。 

(2) 太鼓のバチを購入して各自治会に配布できな

いか。 

(3) 文化財保存助成金が毎年計上されているが、

各区のエイサー隊にもそれなりの助成金は必要

ではないか。 

 

コロナ禍で全ての業種が影響を受けている。町

当局も補正予算を組んで様々な対応をしている。

そこで以下を問う。 

(1) 農家に対するコロナ対策はどのようなものが

あったか。 

(2) 農作物の収穫物を入れる収納ケース等への助

成はできないか。 

(3) 平山圃場で明らかに農業をやっていないとこ

ろが散見される。解決策は持っているか。 

 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 番 

古謝友義 

 

 

 

 

12 番 

當山 均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．水釜・大

木線を問う 

 

 

 

 

1.変質者・

不審者出没

情報を迅速

に全町民に

提供する仕

組みづくり

を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.国の「結

婚新生活支

援事業」の

導入に向け 

 

 

 

 

 

 

水釜・大木線の朝夕の混雑は凄まじいものがあ

る。そこで以下を問う。 

(1) 植樹帯を撤去して車道を拡幅する予定はない

か。 

(2) 歩道に支障はないと思うが見解を伺う。 

 

本町でも度々、変質者・不審者が出没していると

聞く。 

緊急時なら青少年センターから指導委員へ、ま

た各小中学から保護者に対してメール等を活用し

て情報提供されているようである。 

しかし、変質者・不審者出没付近の住民には、そ

のような事案があったことさえ情報提供されず、

だいぶ期間が経ってから聞いた・知ったとの声も

あった。 

ついては、町内での変質者・不審者出没に関し

て、次の質問及び提案を行う。 

(1) 現在、町内で変質者・不審者が出没した際、町

に対し警察等から情報提供されているか。また、

このような事案が発生した際、町の対応・取り組

みを問う。 

(2) 変質者・不審者が出没した際に警察等と連携

し、全町民に対して迅速かつ正確に情報を提供

し注意を促す仕組みを早急に構築することを求

める。見解を伺いたい。 

 

「結婚新生活支援事業」とは、一億総活躍社会の

実現にむけて緊急に実施すべき対策において、結

婚の希望が叶えられる環境整備に向け、結婚に伴

う新生活のスタートアップにあたっては住居にか

かる費用が大きな負担になることから、低所得者

を対象に新たに婚姻した世帯の住居にかかる費用

を支援する地方自治体を対象に国が地方自治体に

よる支援額の一部を補助する事業として、平成 27

年度補正予算から始まった。開始時点は支援上限

こそ 18 万円だったが年齢制限はなく、補助率 3/4

 

 

 

 

 

 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

12 番 

當山 均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 番 

宇榮原京一 

 

 

 

 

2.国の「結

婚新生活支

援事業」の

導入に向け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.「嘉手納

基地被害聞

き 取 り 調

査」結果に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.比謝川緑

地自然体験

センターに

ついて 

 

 

で実施していた。 

現行は、支援額を増額して 30万円、年齢制限が

34 歳以下、世帯所得 340 万円未満（手取り）補助

率 1/2 となっているが、晩婚化もあって年齢引き

上げを求める声が多く、自治体からも補助率かさ

上げの要求があったとのことから、次年度（令和 3

年度）予算概算要求で、夫婦共に婚姻日における年

齢が 39歳以下と 5歳引き上げ、世帯所得も手取り

400 万円まで拡充、補助上限額を 60 万円に倍増、

地方自治体への補助率を 2/3 にかさ上げする方針

とのことであった。 

ついては、若者の定住促進、少子高齢化の改善、

児童数の増加など本町の重要課題の改善に寄与す

る補助事業だと考え、次年度から同補助事業の導

入を提案する。見解を伺いたい。 

 

昨年度実施した「嘉手納基地被害聞き取り調査」

結果の取り纏めが終了したと聞く。次の質問を行

う。 

(1) 調査項目、聞き取り調査の期間、方法、エリア

区分及び世帯数、年齢別割合は。 

(2) 騒音被害、悪臭被害、健康被害に関する調査

結果(概要)は。 

(3) 今回の調査結果と前回の調査結果を比較し、

注目する調査結果・ポイント・意見等はあった

か。 

(4) この調査結果を踏まえ、今後、どのように基

地被害の軽減に向けて取り組んで行かれるの

か、町長のご見解を賜りたい。 

 

県営団地付近、赤橋下で現在建設中の比謝川緑

地自然体験センターについて、今後の方針を問う。 

(1) 完成後の管理体制の構想は。 

(2) 利用者数及び集客数（売店等）の見込みは。 

(3) 運営費の財源は。 

(4) 学習における学校側との協議は。（年間の利用

町長 

當山宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 番 

宇榮原京一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 番 

照屋唯和男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.再開発駐

車場及び新

町通り駐車

場の現状に

ついて 

 

 

3.町民農園

の現状と今

後は 

 

 

 

 

1.北街区都

市再生住宅

工事に伴う

地域安全確

保について 

 

 

 

 

 

 

 

2.生活環境

改善への対

応は 

 

 

 

計画等） 

(5) 水釜大木線への往来する車両が増大し交通混

雑が想定されるが、その対策は。 

 

(1) 駐車場の概要は。 

(2) 利用状況は。 

(3) 再開発駐車場の機械設備の状況は。 

(4) 2 時間無料から 1 時間無料への見直しの検討

は。 

(5) 今後の運営方針は。 

 

(1) 現在の圃場区画数に対し、利用数は。 

(2) 正当な理由なく、放置されている箇所の状況

は。 

(3) 管理料の納入状況は。 

(4) 4 台の駐車場で支障はないか。 

(5) 町民農園を拡張する考えはないか。 

 

2 番地関連の北街区都市再生住宅工事の建設計

画が進められ地域への説明もしっかりと行った

か。小学校の通学路、公園や学童の近く、見通しの

悪い交差点で事故も頻繁にある場所などの事前調

査や安全計画はできているか聞く。 

(1) 大型工事車両の通行路計画を示した図面等

は。 

(2) 見通しの悪い交差点のチェックは。 

(3) 通学路の安全確保は。 

(4) 公園で遊ぶ子供達への影響安全確保は。 

(5) カーブミラーの設置状況十分か。 

 

(1) コミュニティ道路の夜間の安全確保は。屋良

西原線の一部が暗くて足元も見えない状況。照

明を明るくするといわれていたが。 

(2) 屋良地区体育館の後ろの通り(区画5号)夜間、

休日の時には暗くて危険と街灯を体育館に取り

付け通りを照らすことができないかと地域住民

町長 

當山宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 番 

照屋唯和男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.生活環境

改善への対

応は 

 

 

 

3.通勤通学

時間帯の区

域の交通安

全は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からの声があると担当課に提案していたが。 

(3) 道の駅、屋良ハイツ寄りの駐車場、夜間バイ

クや車両が騒がしく隣接住宅に迷惑があると出

入口の施錠管理をしてもらいたいと担当課では

対応をどのように進めてきたか。 

 

屋良小学校区の通学路の安全性を問う声があが

り対応を求めたが、通学路の安全点検状況につい

て 3か所の対策を聞く。 

(1) 旧中央公民館からあしびなー公園までの朝の

通行禁止から車両が中道に侵入し、狭い路地を

スピードを出して走行し、通学する子供や歩行

者の危険性がある。歩行者の安全を確保するた

めの状況調査を行い、各関係課とも協議を行い、

有効な対策を嘉手納署あるいは中央区の評議員

の皆さんと話をしながら考えていきたいといわ

れていたが、対策について協議されたか。 

(2) 株式会社世名城から東に行く道路と県道から

区画整理地内へ入ってくる屋良西原線が交差し

ている交差点、この場所だけ停止の優先が違う

ため、公安委員会が示した「とまれ」の標識、停

止線、横断歩道が設置されているが速度も落と

さず止まらずに進行する車両が多い。 

公安委員会の管轄で公安委員会のほうと相談

していきたいといわれていたが、未だ危険な状

況の町道である。協議結果は。 

(3) 第 2 保育所前の道路は緩やかなカーブで幼児

づれ親子の横断がある場所だが、走行速度を落

とさず通過する車や、スピード抑止の舗装がさ

れているが片側のため、避けて走行することで

余計に危険を増長している。対策を必要とする。

両側車線へスピードを抑制する舗装は可能では

あるが、スピードを抑制する舗装が効果的なの

か。またスピードを抑制できる方法はないのか。

検討していきたいということであったがどう考

えているか。 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 番 

田仲康榮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.PCR 検査

等コロナ対

策の強化は

かれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.子育て環

境の整備を 

 

 

 

 

 

 

新型コロナの感染拡大は政府の「GOTO 事業」の

推進などで都市部から地方、沖縄県まで記録更新

が続いている。「コロナ感染もっと拡大しないか心

配」「収入減で年も越せない」等々町民や事業者は

不安な状況におかれている。町内ではこれまで政

府の施策、独自施策の実施を行ってきたが、まだま

だ不十分な実態だ。 

町当局は、町民の命とくらし、中小企業者を守

り、コロナ危機打開に全力投入すべきだ。 

これまでの対策の実績と今後の具体策を伺いた

い。 

(1) 町民のくらしと営業を守る対策強化を。 

①町民のくらし支援策の実績と今後の対応策。 

②営業自粛への補償件数と実績支給額。 

(2) 感染リスクの高い高齢者対策の強化を。 

①施策の実績。 

②今後の対応策。 

(3) 学生支援策の生活支援強化を。 

①支援対象学生の数、額。 

②今後の対策は。 

(4) PCR 検査の全面的な財政支援拡大、実施を。 

①無症状の感染者を含めた積極的検査、現在の

数。 

②医療、介護、福祉施設、保育園、学校、学童の

検査拡大。現在の状況は。 

③政府への財政支援の要求はやっているのか。 

(5) 町内の感染者数の推移と対応。現在の実数は。 

 

子育て環境の改善は喫緊の課題である。希望す

る保育所に入れず、やむなく待機せざるをえない

ケースや条件が合わず親に一時的に預けるケース

など困難を抱えている状況等きびしい実態があ

る。安心して子育てができる保育環境の整備、改善

が求められていると考える。次の点について伺い

たい。 

(1) 21 年度の保育所（町立、認可）への申込件数

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 番 

田仲康榮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.子育て環

境の整備を 

 

 

 

 

3.財政調整

基金の活用

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.F15 戦闘

機の最近の

訓練激化へ

の対応を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と措置予定の児童数は。 

(2) 待機児童の解消のための新保育所の用地確保

と保育所の収容人数及び開所予定はいつか。 

(3) 基本的に待機児童の解消は可能か。 

(4) 今後の環境整備の予定は。 

 

財政調整積立基金は町民のくらし、医療、福祉向

上のために適切に活用することは条例の趣旨、目

的にかなうものだと考える。本町でも緊急に必要

な財政投入、運用・施策展開のため活用することが

望まれる。以下の点について伺いたい。 

(1) 基金の基準はどうなっているのか。（活用につ

いて） 

(2) 標準財政規模額の限度は決められているの

か。 

(3) 財政調整積立基金の過去10年間の運用状況と

とりくずした額はいくらか。 

(4) 現行の基金条例は平成 10年に改定後、22 年も

経過しており、再改定が必要ではないか。「町民

の生活向上のために」とりくずし、活用すべきで

はないか。例えばコロナ対策等の強化のために。 

 

F15 戦闘機による訓練激化にともなう爆音の激

増による町民被害が増大している。町当局の同訓

練に対する対応を問う。 

(1) 11 月 17 日～19 日に実施された F15 の訓練の

内容とこの間の爆音発生の状況は。 

(2) F15 部隊の撤去を求めよ。 

(3) 今後のF15の訓練激化への対応をどうするか。

具体策を。 

(4) 訓練激化、爆音激増を許さない、町民大会の

開催を。 

 

 

 

 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 番 

奥間政秀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.久得の開

墾の成果に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久得のほとんどは軍用地となっている。そして、

そこには町有地が存在し、多くの軍用地料が町に

支払われ、貴重な自主財源となっている。 

琉球王府時代、久得は森林におおわれた杣山で

あった。明治時代、廃藩置県後の無禄士族対策とし

て、明治 26 年久得の南側の開墾が尚家と間切に許

可され、首里系の士族をはじめ各地から入植して

きた。しかし、素人百姓が極めて困難な山林の開墾

にあたるのであるから、その生活は想像を絶する

ものであったという。筆舌に尽くしがたい苦労の

末、山地を豊かな農地に変えて、大正時代には行政

上も屋良から分離独立し字久得となった。尚家の

30 年間の小作の後は払い下げるという約束を希望

に開墾に励んできたが、大正の初め、尚家は沖台拓

殖製糖株式会社に土地を突然売却してしまった。

それでも、久得の人々は、沖糖社、そして間切りの

小作人として多くの制約を受けながらも農業に励

み久得を発展させてきた。 

先の大戦の沖縄戦で嘉手納は米軍上陸の地とな

り焦土化した。戦後、ようやく嘉手納の一部が解放

され住民の受け入れが始まったが、久得一帯は米

軍基地として接収され弾薬庫地域として使用され

た。久得の人々は、故郷に近い屋良の千貫田に多く

が居を構えた。その後、久得の南西側の一部の土地

は返還されたが、現在もほとんどが軍用地である。 

久得地域の嘉手納町有地は、南側の間切に開墾

が許可された土地、そして、北側の杣山であった土

地である。元北谷村有地は嘉手納村の分村に伴う

覚書により、軍用地料等の配分を行っていたが、

1979（昭和 54）年に元北谷村有地 24万 5,600 百㎡

の土地は、嘉手納町11万9千㎡、北谷町12万6,600

㎡に分割登記された。一方、久得の小作人たちは戦

後、小作権の補償をもとめて、関係機関への請願を

行うとともに裁判にまで訴えたがその願いはかな

えられなかった。 

久得地域の嘉手納町有軍用地について伺う。 

町長 

當山宏 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 番 

奥間政秀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 番 

田崎博美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.久得の開

墾の成果に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.国民健康

保険運営に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 嘉手納町全体の軍用地面積、軍用地料は。 

(2) 字久得軍用地の全体の面積、軍用地料は、町

全体の何％を占めるか。 

(3) 字久得軍用地の地目・軍用地料種別ごとの 1

㎡あたりの軍用地料は。 

(4) 字久得軍用地の地目・軍用地料種別ごとの面

積と軍用地料は。 

(5) 字久得の開墾が行われず全体が山林であった

と仮定した場合の軍用地料は。また、(1)の現在

の軍用地料との差額は。 

(6) 復帰後嘉手納町に支払われた軍用地料の総額

は。その内字久得はどのぐらいを占めるのか。 

 

国民健康保険は、国民皆保険制度を支える基盤

的な役割を担っており、住民に対する医療の確保

と健康の保持増進のために必要不可欠な制度であ

る。コロナ禍のただなか経済的状況の悪化などに

よる所得の減少に伴い、国保の税収減、医療費の増

大により、安定的な運営が困難な状況にある。この

ような状況下にあっても国民健康保険運営におい

ては、これまで以上に適正かつ確実な保険税の確

保と医療費の抑制が重要であり、安定化に向けて

取り組んでいくべきと思慮される。以上の論点か

ら 6点について質問する。 

(1) 令和元年の特定健診受診率はどのくらいか。 

(2) 令和元年の特定健診受診率は、目標数値に達

しているか。 

(3) 特定健診受診者、未受診者を把握しているか。 

(4) 特定健診について受診率を上げるために、未

受診者に電話勧誘を行って昨年と比べてどうだ

ったか、今後の明るい見通しを計れたか。 

(5) ジェネリックで医療費を抑制する案だが、ジ

ェネリックが増えたらどのくらい抑制できる

か。(2％から 3％とした場合) 

(6) 嘉手納町国保でジェネリックを何％使用して

いるか。 

町長 

當山宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山宏 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 番 

仲村渠兼栄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.町長室で

婚姻、出生

届けについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.特定不妊

治療助成に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

當山町長の住宅環境整備事業の施策には、町民

から感謝の言葉が私のもとへ届いた。 

そこで、今年は令和 2年ということで「令和婚」

と「東京五輪」の前後の年にあたり、男女のカップ

ルは人生一大イベントである結婚を誓い、婚姻届

を町役場へ提出し、2人の記念日として大切に記憶

される。 

また、2人の間に待望の赤ちゃんが生まれ、出生

届の提出を町役場で同様に手続きを行っている。 

今回の一般質問は、積極的な情報開示や町民目

線の政治を目指す當山町政のガラス張りの嘉手納

町役場として、町民に向けた記念日を祝福するサ

ービス事業である。 

記念日に町長室及び庁議室、応接室を使用して

の記念写真ができないか伺う。町長不在であれば、

副町長、教育長で対応する柔軟な対応も期待する。 

そこで 5点伺う。 

(1) 届出提出時に町長室及び庁議室、応接室の使

用は。 

(2) 希望者に対して(1)での記念写真を行う予定

は。 

(3) 町長・副町長・教育長が対応した記念写真の

予定は。 

(4) 新規のコーナーとして「広報かでな」へ掲載

の予定は。 

 

本町は、特定不妊治療費の助成を町単費で行っ

ている数少ない自治体である。私はこの事業につ

いて 1 期目から取り組み、県内外、特に県庁の関

係部局で一緒になり調査研究を行い一般質問、委

員会審査等を行った。 

當山町政で実施できた事業である。内容につい

ては、嘉手納町特定不妊治療助成事業の内容の通

りで、主に条件を満たしたら 1回 15 万円の助成が

ある。 

新政権の菅内閣の目玉事業として、特定不妊治

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 番 

仲村渠兼栄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.特定不妊

治療助成に

ついて 

 

 

 

3.基地から

の騒音・悪

臭を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.年末年始

交通安全県

民運動につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療費の全額公費が議論されている中、嘉手納町と

しての方向性について問う。 

(1) 過去 3年間の特定不妊治療の助成額は。 

(2) 全額公費になった場合の嘉手納町の方向性

は。 

 

新型コロナ感染予防として、自宅、職場、学校、

病院等において、窓を開けて換気を常時行ってい

る。 

先日あまりにも基地を離陸したＦ15 戦闘機等か

らの騒音がひどくて日中は窓を閉める事態になっ

た。 

また、外出先病院等において普段は窓を開けて

換気を行っているが、騒音・悪臭がひどくて自宅同

様に窓を閉めている事態になり、コロナ感染の不

安もあると町民から相談を受けた。 

町議会としても基地対策特別委員会では調査等

を行っている、町の対応について 2点伺う。 

(1) 嘉手納基地への対応は。 

(2) 沖縄防衛局、外務省沖縄事務所、沖縄県への

対応は。 

 

毎年恒例の年末年始の交通安全運動が県内各地

で展開される。 

本町においても嘉手納警察署・嘉手納地区交通

安全協会・嘉手納町交通安全推進協議会等が中心

となり期間中運動を進める。 

そこで、西浜区住民から特に外国人車両やレン

タカーが町道をかなりのスピードで目の前を走る

車両を目撃するが、沖縄県は年 4 回の交通安全運

動を実施しているが、嘉手納基地で勤務している

外国人等の交通安全の対応はどうなっているのか

調査してくれと相談を受けた。 

そこで 5点伺う。 

(1) 嘉手納基地の外国人の交通安全対策の把握

は。 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 番 

仲村渠兼栄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.年末年始

交通安全県

民運動につ

いて 

 

 

 

5.スマホ用

の夕陽マッ

プアプリの

作成を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.風しん抗

体価検査に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 町内の外人住宅管理業者の交通安全対策は。 

(3) 町内に住んでいる外国人(児童生徒)への交通

安全対策は。 

(4) レンタカー協会が行う交通安全対策の把握

は。 

(5) 外国人専用のチラシを作成する予定は。 

 

西浜区海岸線の防波堤から慶良間諸島に沈む夕

陽は、県内でも有数のおすすめスポットである。 

そこで、観光協会の目玉事業として「スマホ用の

夕陽マップアプリ」を企画し配信する事業の予定

はないか伺う。 

アプリはおすすめ夕陽スポットの写真・コメン

トを投稿でき、観光客が来町し、宿泊する等町のア

ピールになる事業でもある。 

また、掲載された優秀な写真については「広報か

でな」の紙面の表紙へ掲載する企画など、すべての

町民が参加できる楽しめる事業にできる可能性が

ある。そこで 2点伺う。 

(1) 観光協会の事業の予定は。 

(2) アプリ作成の予定は。 

 

昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月 1 日生まれ

の男性は、過去に公的に MR予防接種が行われてな

い世代であり、近年の流行でも感染者の大半を占

めている、感染力は強くマスクでは防ぎきれず、特

効薬はない。 

抗体がない人は､妊婦に感染させる危険性があ

り、赤ちゃんが先天性風疹症候群を持って生まれ

る可能性がある。 

私も年齢が該当者だが予防接種が既に済んでい

る。 

そこで、2点伺う。 

(1) 嘉手納町で該当する人数は。 

(2) クーポン券利用による受診者の人数は。 

 

町長 

當山 宏 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 番 

仲村渠兼栄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 番 

志喜屋孝也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.セカンド

オピニオン

の推奨の予

定は 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.町道の管

理を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.嘉手納町

コロナウイ

ルス対策緊

急支援補助

金を問う 

 

 

セカンドオピニオンとは患者が納得いく治療法

を選択でき進行状況､次の段階の治療選択などに

ついて、現在診察を受けている担当医とは別に、違

う医療機関の医師に「第 2 の意見」を求めること

である。また、近年ガン医療を行っている病院で

は、「セカンドオピニオン外来」を設置していると

ころが増えていると報道があった。 

これまでは、かかりつけ医を推奨してきたが、セ

カンドオピニオンの推奨について伺う。 

(1) 町のセカンドオピニオンの推奨の予定は。 

(2) これまでの「かかりつけ医」の推奨は。 

 

横断歩道、停止線等の警察・公安委員会管理と道

路管理者が管理する町道について伺う。 

(1) 道路管理者が横断歩道の白線が剥がれている

場所のパトロールで点検をしていると聞いてい

るが、どのような点検をしているのか内容を伺

う。 

(2) 点検の頻度を伺う。 

(3) 町の横断歩道の数は。 

(4) 危険性の高い場所からの塗装になるとのこと

であるが、今現在剥がれて危険な横断歩道はあ

るか。 

(5) 道路管理者が管理できる表示とは。 

(6) むつみ通り、パイプラインのコンクリートの

花壇はどのような管理体制か。 

(7) 町道他、新町通りの車止めの周辺の雑草の管

理は。 

 

(1) 受付期間は。 

(2) 業者別の利用実績と業者の反応は。 

(3) 周知方法は。 

(4) 商工会会員の利用状況は。 

(5) 対象の主な業種は。 

(6) 事業継続支援給付金の内容と実績は。 

 

町長 

當山宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山宏 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 番 

志喜屋孝也 

 

 

 

 

 

 

 

11 番 

石嶺邦雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.嘉手納町

生活再建支

援給付金を

問う 

 

4.高齢者等

買い物代行

事業を問う 

 

1.今後のコ

ロナへの対

応は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.教育行政

の充実を 

 

 

 

 

 

住居確保給付金の内容と町民の申請件数は。 

 

 

 

 

利用状況と問い合わせ件数と内容、対応状況を

伺う。 

 

 

10 月末より沖縄コロナ警報が発令中だ。県内全

域において感染が拡大する恐れがあり、本町でも

引き続き感染防止対策の徹底が必要だが、そこで

伺う。 

(1) 沖縄コロナ警報が発令したことにより、本町

としてどのような対応をとっているか。（商店街

や町内各施設、町民に対して） 

(2) 全国の状況を見ると12月以降もひどくなりそ

うだが、本町での対策会議ではどのような話が

なされているか。または想定しているか。 

(3) 事業者への沖縄県雇用継続助成金事業に関し

てはホームぺージ以外、他はどのように周知し

ているか。また、失業者などの雇用を町で臨時的

に採用することはできないか。 

(4) 現在、町内感染者発生状況はホームページな

どでもしっかりと月別、累計で載っているが、町

民の目につく場所へパネルなどで表示、もしく

は町の電光掲示板に流すなど対応はとれない

か。 

 

屋良小学校の PTA に関わって 10 年以上になる

が、今年度はコロナの影響により、1学期のスター

トも遅れ、児童及び教師にとってもかなり大変な

状況にあると感じる。3小中学校、沢山の課題を抱

えていると思うが、そこで伺う。 

(1) 校長会の中からは課題、要望はあがっている

か。また、運動会の中止や夏休みの短縮などによ

町長 

當山宏 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 番 

石嶺邦雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 番 

知念 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.教育行政

の充実を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.タクシー

利用助成事

業について 

 

 

 

 

 

 

 

2.ロタウイ

ルスワクチ

ン接種助成

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り授業は予定通り消化できているか。 

(2) 屋良小の 5 年生は 1 年生からずっと１クラス

で、学力の問題や友人関係などで大変な状況に

あったが、今年度やっと 2 クラスになり、様々

な良い変化が見られ、父母も喜んでいるところ

だが、児童の転出により次年度は 1 クラスに戻

ると想定されるが、どのように対応するのか。 

(3) さらに屋良小学校の1年生は35名近くでコロ

ナの影響もあってか、担任はかなり苦労してい

ると聞いている。先程の 5 年生、この 1 年生は

次年度だけでも単費を投入してでも 1 クラス増

設できないか。 

 

9 月議会でも同事業に対する質問を行ったが、対

象者の拡大については「地域福祉交通検討会議」で

精査するとの答弁であった。そこで次の点につい

て伺う。 

(1) 地域福祉交通検討会議の開催月日と主な検討

内容、委員の構成について。 

(2) 来年度の同事業の本格実施にあたり、対象者

数と予算額の見積もりは。最終決定はいつごろ

になる予定か。 

 

令和2年10月よりロタウイルスワクチン接種が

国の方針で原則無料となり定期接種となった。過

去にロタウイルスワクチン接種の費用助成ができ

ないかとの質問があったが、担当課長は国や近隣

市町村の状況を見ながら検討していきたいとの答

弁があった。今回、国がワクチン接種に対し原則無

料化を実施しているが、町としてどのように対応

していくのか伺う。 

(1) 過去 1年間に生まれた新生児数は。 

(2) 8 月以降に生まれた新生児に対するワクチン

接種の案内と手続きの流れについて。 

(3) 令和 2年 4月 1日から 7月 31日までに生まれ

た乳児は国の原則無料化の対象外になる。同じ

町長 

當山宏 

 

教育長 

比嘉秀勝 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 番 

知念 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 番 

新垣貴人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.ロタウイ

ルスワクチ

ン接種助成

について 

 

3.町営水釜

高層住宅の

環境整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.防災行政

について 

 

 

 

2.新型コロ

ナウイルス

（COVID- 

19）の感染

対策につい

て 

 

年度に生まれていながら一方で有料になるのは

不公平ではないかとの観点から、町独自の予算

で対象外の乳児にもワクチン接種費用の助成が

できないか伺う。 

 

町営水釜高層住宅は平成 12年の供用開始以来、

20 年が経過し沿岸部に位置する関係もあり塩害に

よる鉄パイプ等の腐食がひどくなっている。また、

家庭内の排水管は鉄製の鋼管が使用されており、

鋼管内部の錆が増え頻繁に排水管の詰まりが発生

している。住民生活にも支障が起きており、早急な

改善が必要である。その他、次の点についても伺

う。 

(1) 各家庭の排水管を鋼管から塩ビの排水管へ取

り換えができないか。 

(2) 廊下側に設置されている送水管等も錆による

腐食が激しく、このままでは穴が開き漏水を引

き起こす恐れがある。早急に点検を行い必要な

措置を講ずるべきではないか。 

(3) 構内の外灯は自動点灯であるが、最近はセン

サーの感度が悪く明るくなっても点灯したまま

であり無駄な電力を使用している。この際、LED

の外灯に取り換えてはどうか。 

 

(1) 各公共施設を対象とした避難訓練の実施状況

は。 

(2) 町民対象の避難訓練の実施は。 

(3) 個別無線受信機の設置と運用状況は。 

 

(1) 各公共施設におけるトイレの消毒（便座クリ

ーナー等）の実施状況は。 

(2) 各公共施設におけるトイレへの石鹸の設置状

況は。 

(3) 高齢者へのマスク配布の実施状況は。 

(4) 今年度は、ほとんどの事業や行事が中止にな

った。次年度からの各種事業や行事の実施につ

町長 

當山宏 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 番 

新垣貴人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 番 

徳里直樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.コミュニ

ティーバス

の導入につ

いて 

 

4.産後ケア

事業につい

て 

 

1.公共下水

管・ます等

設置への取

り組みは 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.民法改正

に 伴 う 公

営・町民・

再開発住宅

の管理・運

営の対応は 

 

 

 

 

 

 

 

いて、どのような方向性を検討しているのか。 

 

(1) 町内巡回バス導入への見解は。 

(2) 鳳バスの嘉手納町への延伸は。 

 

 

 

(1) 申請者数と訪問者数は。 

(2) どのような反響があったか。 

(3) 宿泊型、通所型への事業拡充に対する見解は。 

 

本町の下水道事業は生活環境の整備と比謝川の

汚濁防止を目的に進められている。しかしながら、

戦後の復興期に無秩序な住宅環境が形成された特

殊事情や住宅政策等の課題に伴った下水道事業へ

の課題もあり、これまで調査・研究について提言を

行った。本町の取り組みを伺う。 

(1) 民間地における公共下水管・ます等の設置に

ついて利害関係人からの承諾・未承諾数の現状

は。 

(2) 利害関係人に下水道事業への理解・周知に本

町の方針は。 

 

2017 年 5 月に成立した「民法の一部を改正する

法律」が 2020 年 4月に施行された。この改正では、

賃貸借契約に関する民法のルールが変わる。公営・

町民・再開発住宅の管理・運営について本町の取り

組みを伺う。 

(1) 民法改正における賃貸借契約に関係する条

項・規定（7項目）の概要は。 

(2) 改正により本町の住宅管理・運営に関係する

条例・規則等の改正・変更等の取り組みは。 

(3) 改正に伴い指定管理者へ具体的な事務・業務

などの取り組みは。 

(4) 改正内容について入居者・町民への周知は。 

 

町長 

當山宏 
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受付 

番号 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

14 16 番 

徳里直樹 

 

 

3.比謝川緑

地広場整備

事業の取り

組みは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験型・滞在型の観光振興の強化に比謝川周辺

に観光拠点となる施設（駐車場・展示室・交流広場

等）を整備し観光客や町民利用者の利便性を高め

ることを目的に事業が推進されている。本町の取

り組みについて伺う。 

(1) 事業概要は。（目的・予算・スケジュール等） 

(2) 施設の管理・運営の方針は。 

(3) 事業推進に比謝川周辺環境の問題・課題・懸

念事項への具体的取り組みは。（平成 25 年 3 月

一般質問） 

(4) 比謝川下流堰撤去による事業への影響、対応

策は。 

(5) 比謝川流域・生息する魚類から検出された有

機フッ素化合物 PFOS について事業への影響、対

応策は。 
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